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〈付属資料１．２への共通のはしがき〉
（１）本資料は、本誌・『法学志林』九十四巻四号から百六巻
四
号
ま
で
に
、
十
一
回
に
わ
た
っ
て
わ
た
っ
て
連
戦
さ
れ
、
完
結
し
た
拙
論
「
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
ｌ
「
家
」
の
廃
止
を
中
（１） 
心
と
し
て
ｌ
」
と
一
体
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
、
付
属
資
料
二
点
で
あ
る。本
来
、
本
資
料
は
、
拙
論
本
文
の
進
行
に
伴
っ
て
、
公
表
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
憎
で
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
連
載
が
進
む
内
に
、
付
属
資
料
３
以
後
が
先
に
、
本
誌
に
掲
載
・
公
刊
さ
れ
る
、
と
い
う
順
不
同
の
不
都
合
を
来
し
た
こ
と
を
、
読
者
に
ま
ず
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（和田）
〈
資
料
〉戦後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
付
属
資
料
１
．
２
ｌ
「
家
」
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
２
）
本
「
付
属
資
料
１
．
２
」
は
い
ず
れ
も
、
連
戦
さ
れ
た
拙
論
の
テーマ、戦後占領期の民法・戸籍法改正過程に、改正当時の一
九
四
五
～
四
七
年
に
直
接
関
わ
っ
た
当
事
者
、
故
・
川
島
武
宜
璽
尿
大
学
名
誉
教
授
、
故
・
来
栖
三
郎
東
京
大
学
名
誉
教
授
へ
の
、
和
田
に
よ
る
イ
ンタビュー記録である。
双方のインタビュー記録を公表する時期として、そもそも現
時点は適切な時期ではないことは、箪者（和田）も十分承知し
て
い
る
。
本
来
は
、
川
島
教
授
、
来
栖
教
授
、
御
両
名
の
ご
生
前
に
公
表
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
御
両
名
の
批
判
を
受
け
る
機
会
を
も
得
る
べ
き
も
の
二○三
お詫びしたい。
和
田
幹
彦
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（
３
）
両
資
料
に
共
通
な
点
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
以
下
を
お
断
り
し
ておきたい。
そ
れ
は
、
両
名
誉
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
和
田
が
祇
極
的
に
自
ら
の
発
案
（
そ
し
て
川
島
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
後
述
の
通
り
、
故
・
原
後
山
治
弁
謹
士
の
ご
協
力
を
得
て
）
で
と
り
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
得
た
惰
報
に
対
し
て
、
和
田
は
一
研
究
者
と
し
て
「
史
料
批
判
」
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
史
料
批
判
な
き
ま
ま
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
に
全
面
的
に
同
意
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
全
面
的
に
採
用
し
た
り
す
る
意
図
は
皆
無
だ
と
い
う
ことである。
これは、連戦された拙論「戦後占領期の民法・戸籍法改正過
程
ｌ
「
家
」
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
の
中
で
、
両
資
料
が
〈
全
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
（２） 
であった。
しかし、川島名誉教授が亡くなられた一九九二年五月には、
前
掲
の
拙
論
の
連
載
は
ま
だ
始
ま
っ
て
す
ら
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
来
栖
名
誉
教
授
が
亡
く
な
ら
れ
た
一
九
九
八
年
十
月
に
は
、
拙
論
の
連
載
は
始
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
主
と
し
て
民
法
・
戸
籍
法
の
改
正
過
程
を
、
来
栖
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
付
属
資
料
を
提
示
し
て
鵠
ず
る
段
階
（
主
と
し
て
第
二
章
）
ま
で
至
っ
て
お
ら
ず
、
ご
生
前
に
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
迎
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（４）特に、「付属資料１」の、川島教授へのインタビューに
ついては、以下を指摘しておきたい。
史
料
批
判
の
立
場
か
ら
、
最
重
要
点
と
し
て
、
占
領
初
期
か
ら
「
民
主
化
政
策
の
重
要
な
一
現
と
し
て
『
家
制
度
廃
止
』
は
と
っ
く
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
と
し
て
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
」
と
川
島
教
授
が
述
べ
て
お
ら
れ
た
の
は
、
端
的
に
言
え
ば
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
本
誌
に
お
い
て
連
載
が
十
一
回
に
及
ん
だ
拙
論
「
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
ｌ
「
家
」
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
全
体
の
ま
さ
に
結
論
で
も
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
同
前
・
拙
論
の
第
二
章
・
第
三
節
・
第
二
款
（
本
誌
・
百
一
巻
四
号
、
九
三
頁
）
で
既
に
和
田
が
分
析
し
ており、特に結章・第八節（後述）でも強調した。
即
ち
、
（
同
前
拙
論
・
連
載
第
五
回
、
本
誌
・
百
一
巻
四
号
、
一
○
六
頁
で
も
繰
り
返
し
言
明
し
、
さ
ら
に
）
結
論
と
し
て
、
拙
論
・
連
載
十
一
回、本誌・百六巻四号、一六頁にも述べたとおり、「川島教授
が描写したような、『家』廃止の徹底を［ＧＨＱ］民政局（の２，
の『ご曰の貝の①○二○貝同前拙論では主に「ＧＳ」と略している）
が独自の方針として強く『要求した』といった単純な過程をた
二○四
面的に（しかも賛同を以て）参照・採用されること〉はなく、
どちらかといえば、必要に応じて、断片的にのみ参照されたこ
とをもっても読者にとっては明らかであろう、と考えている。
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どったのではなかったのである」。
さ
ら
に
、
や
は
り
「
付
属
資
料
１
」
の
川
島
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
川
島
教
授
が
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
個
人
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
マ
ッカーサー司令部から直々に『ウィードがイエスと言わないこ
と
は
、
民
法
改
正
案
と
し
て
承
認
し
な
い
』
と
命
令
が
出
て
い
た
の
で
す」という点についても、やや詳細な史料批判を、同「資料
１
」
の
注
Ｅ
）
で
行
っ
て
お
い
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
（１）掲載の巻号は、とりあえずは志林百六巻四号の一～二頁
の
目
次
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
資
料
の
本
文
ま
た
は
注
で
、
特
に
断
りなく「拙論」と述べるときは、この拙論を指す。
（２）また、川島教授へのインタビューは、同席者の故・原後
山
治
弁
護
士
の
ご
生
前
の
公
表
が
望
ま
し
か
っ
た
こ
と
も
い
う
ま
で
も
ないが、これも諸般の事情で果たせなかった。後掲、〈付属
資料１へのはしがき〉（１）参照。
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（和田）
（１）このインタビューは、一九九一年五月二二日と六月二
二日に、東京・世田谷区の川島武宜教授御自宅（当時）にて行
った。インタビューァーは和田幹彦であり、同席者は、川島教
授の古くからの知己である故・原後山治弁護士（当時六十六歳、
二
○
○
八
年
八
月
ご
逝
去
）
で
あ
っ
た
。
（
２
）
’
九
九
一
年
五
月
二
二
日
に
ま
ず
、
川
島
教
授
の
ご
自
宅
に
お
邪魔し、インタビューをして、テープ録音をしたものを、後日、
和田が書き起こした。その草稿をプリントアウトしたものを、
同年のひと月後の六月二二日に、再び川島教授のご自宅を訪れ、
テープ録音をしつつ、川島教授に校閲頂いた。校閲頂いた内容
はすべて活かして、その場で和田が草稿に訂正を入れた。それ
がそのまま、以下の本文である。
したがって、以下の本文は、川島教授の完全なご校閲を頂い
たとは言えないまでも、すべて川島教授が目を通された文章で
ある。また、二度にわたるインタビューのテープ録音は、和田
の手元に保存されている。
二○五
付
属
資
料
１
川
島
武
宜
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〈付属資料１へのはしがき〉
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我
妻
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
出
さ
れ
た
一
九
五
六
年
刊
の
『
戦
後
に
お
（３） 
け
る
民
法
改
正
の
経
過
』
は
そ
の
中
の
座
談
会
も
、
ま
た
資
料
自
体
も
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
当
時
の
民
法
改
正
の
経
過
を
正
確
に
は
反
映
し
て
お
ら
ぬ
嫌
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
我
妻
、
中
川
両
先
生
が
起
草
「
委
員
」
の
中
心
と
な
ら
れ
て
行
っ
た
民
法
改
正
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
両
先
生
が
ご
存
じ
で
な
か
っ
た
話
も
、
こ
の
改
正
作
業
の
経
過
に
お
い
て
は
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
然
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
こ
の
こ
と
に
起
因
し
て
、
若
干
学
問
的
に
も
公
平
で
な
い
見
解
が
あ
の
著
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
し
よ
》つ。
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
（３）インタビューは、当然、和田からの質問も差し挟まれ、
そ
れ
に
対
し
て
川
島
教
授
が
答
え
て
い
く
過
程
を
経
た
が
、
川
島
教
授
と
和
田
双
方
の
希
望
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
川
島
教
授
が
一
人
で
民
法
・
戸籍法改正過程について語られる、という以下の形式にまとめ
ら
れ
た
。
（
こ
の
点
、
後
掲
の
来
栖
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
は
、
ま
と
め
方
の
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
きたい。）
例えば、『経過』には、『あの民法改正、家制度廃止はＧＨＱ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
（
川
島
武
宜
名
誉
教
授
・
談
）
二○六
からの圧力などは全くなく、総て日本側の起草委員たちが自発
的に考えたものだ。ＧＨＱはこれを見て驚いて、進歩的態度の
表明としてこれを歓迎した、とぎ』豊日（宛８蔑図冒言ゴミ旨．
（４） 
ごロョにもあるとおりである』といったトーンで改正全体の評価
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
事
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
した。今で
も
良
く
覚
え
て
お
り
ま
す
が
、
一
九
四
六
年
の
二
月
の
冬
の
寒
い
日
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
進
駐
軍
が
本
格
的
に
占
領
政
策
を
執
り
行
う
前
の
頃
で
し
た
。
東
京
大
学
の
本
郷
の
、
暖
房
も
無
総
無
い
研
究
室
で
、
私
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
ま
ま
で
本
を
読
ん
で
お
り
ま
し
た
。
突
然
、
部
屋
に
（５） 
ス
タ
イ
ナ
ー
と
名
の
る
人
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
人
間
だ
が
、
少
し
話
を
し
た
い
、
と
言
う
の
で
す
。
こ
の
と
き
彼
は
、
日
本
の
今
後
の
法
改
正
の
た
め
の
話
、
と
い
う
こ
と
は
一
言
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た。話
し
て
み
て
私
は
二
度
驚
き
ま
し
た
。
ス
タ
イ
ナ
ー
は
そ
の
後
、
そ
の
年
の
夏
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
直
接
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
人
で
す
けれども、この二月の段階で、すでに私が戦前より家制度廃止
論者であったことを良く知っていたのです。つまり、アメリカ
側は日本の家制度のこと、民法のこと、学界の状況など総て調
べて知っておりました。その後知られるようになったとおり、
占領政策のために、わざわざ研究機関を作っていたのですね。
Hosei University Repository
（６） 
『
菊
と
刀
」
の
著
者
で
あ
る
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
な
ど
４
℃
そ
の
メ
ン
バーだった訳です。
そ
う
し
た
中
で
、
ス
タ
イ
ナ
ー
は
「
日
本
へ
行
っ
た
ら
、
ま
ず
川
島
と
いう識湾役に会いに行くように」といわれていた、と言うのです。
し
ば
ら
く
こ
う
し
た
話
を
し
て
か
ら
、
そ
の
曰
は
別
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の話はあまり研究室の他の方にはしませんでした。また、スタ
イ
ナ
ー
も
こ
う
し
た
話
は
他
の
日
本
の
学
者
と
は
誰
と
も
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
その後のＧＨＱの人々、就中法制度の民主化へ改正を担当し
ていたオプラーや、先のスタイナーの話から分かったことは、
こ
う
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
す
で
に
日
本
に
来
る
前
か
ら
日
本
の
政
治
・
社
会
体
制
、
法
制
度
の
こ
と
は
実
に
よ
く
し
ら
べ
て
お
り
ま
し
た
。
後
に
オ
プ
ラ
ー
の
下
で
民
法
改
正
作
鍵
呆
に
直
接
携
わ
っ
た
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
などは、戦前より声上界大学に留学し、日本法を勉強するなど、
日本語は勿論、法制度についても大変詳しく知っていた訳です。
そうした研究を元に、民主化政策の重要な一環として「家制度
（７） 
廃止」はとっく、にＧＨＱの方針として決まっていたようです。
あ
と
は
そ
れ
を
い
か
に
し
て
実
現
に
持
っ
て
い
く
か
、
が
課
題
と
し
て
残
る
の
み
で
し
た
。
戦
後
も
昭
和
三
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
、
憲
法
や
民
法
の
改
正
論
議
を
み
れ
ば
分
か
る
と
お
り
、
そ
の
妥
当
性
は
さ
て
お
い
て
、
よ
く
主
張
さ
、
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
和
田
）
れたのは、「あれはＧＨＱによる押し付けの法改正であった。
占
領
が
終
わ
っ
た
今
、
日
本
人
の
手
で
本
当
に
日
本
に
合
っ
た
憲
法
、
民
法を作り直そう」ということでした。当時、占領中の民主化政
策においてＧＨＱが懸念したのも正にこの点でした。民法改正
についても、日本サイドが「押し付けられた」との意識を持っ
て
し
ま
う
と
、
占
領
終
了
後
必
ず
反
動
が
く
る
。
こ
れ
を
避
け
、
実
質
的
な民主化を長期に亙り定着させるには、いかにすべきかをＧＨ
Ｑは考えた訳です。
今
で
こ
そ
「
戦
後
」
と
い
う
時
代
も
歴
史
の
一
部
と
な
り
つ
つ
あ
る
感
が
あ
り
、
何
で
も
語
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
以
下
の
話
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
オ
プ
ラーなども一部始終を当然知っていた訳です。が、オプラーは（８） 
亡くなる前、一九七六年に田侭ロ｛巧§ご剴曾○・○§】且旨己目
という本を書きましたが（咋一九九○年に邦訳もされました）、
こ
の
発
刊
に
際
し
て
私
に
個
人
的
に
一
言
、
「
あ
の
へ
ん
の
、
民
法
改
正
（９） 
の一部始終は総ては書かなかったよ」と言ってきました。三十
年たっても色々配慮されていたのだと思います。
さて、一九四六年の七月に本格的に法改正の作業が始まりま
した。この月の末にあった司法省主催のパーティーについては、
（皿）
既に別著『ある法学者の軌跡』に書きました。が、一一一一苣付け加
え
れ
ば
、
オ
プ
ラ
ー
は
あ
の
時
、
司
法
省
の
方
や
学
者
含
め
、
様
々
な
人
二○七
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民法改正の経過に於いて中心的起草委員であられた我妻先生、
中
川
先
生
は
、
こ
の
と
き
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
と
お
り
、
家
制
度
の
一
部
は
残
そ
う
と
の
考
え
で
し
た
。
例
え
ば
一
九
四
六
年
八
月
一
四
日
の
臨
時
法
制
調
査
会
第
２
回
第
３
部
会
議
事
録
（
第
五
且
に
は
、
家
制
度
存
続
に
賛
成
で
あ
ら
れ
た
牧
野
英
一
先
生
の
質
問
に
対
し
、
我
妻
先
生
は
は
っ
き
り
と
「
氏
を
中
心
と
し
た
新
し
い
家
族
制
度
を考えていきたい。扶養義務についても、例えば氏を同じくす
る者の間に生ずる、といったような考えかたで規定したい」と
（皿）
｜｜言っておられます。
こ
う
し
た
案
に
対
し
、
オ
プ
ラ
ー
が
そ
の
後
「
民
法
典
の
『
家
』
を
『氏』に書き換えて家族制度を温存しようとするとは何事だ。
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
に家制度について意見を聞いて回っておりましたが、重要なの
点は、自らも事前にやはり研究し、家制度を既に熟知していた
彼
個
人
と
し
て
も
、
ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
と
し
て
も
、
「
家
制
度
全
廃
」
は既に決めていた、という点です。このパーティーでオプラー
が私に意見を聞くので、私が「家制度は全廃すべきだ」と言っ
たところ、「自分も同意見だ。初めて『全廃』を説く、信頼で
き
る
日
本
人
に
あ
っ
た
。
他
の
学
者
の
起
草
委
員
は
『
悪
い
所
は
捨
て
、
良
い
と
こ
ろ
は
残
す
。
』
と
言
っ
て
い
る
が
。
」
と
は
っ
き
り
言
っ
て
お
り
ました。
た
だ
、
起
草
委
員
の
方
々
が
ご
存
じ
で
な
か
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
部
の
事
情
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
当
時
、
起
草
委
員
で
は
な
く
幹
事
で
し
た
の
で
、
審
議
会
な
ど
で
も
答
弁
に
は
立
た
ず
、
記
録
に
も
個
人
的
な
意
見
を
述
べ
た
も
の
は
残
っ
ておりません。が、日を追うにつれてＧＨＱの方々との接触は
多
く
な
り
、
そ
の
中
で
彼
ら
に
直
接
私
の
個
人
的
な
見
解
を
述
べ
る
機
会
も増えてきました。私は当時、自分自身も英語よりドイツ語が
得
意
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
て
さ
ほ
ど
年
月
も
経
て
お
ら
ず
、
英
語
も
強
い
誹
り
で
流
麗
と
は
言
え
な
い
オ
プ
ラ
ー
、
ス
タ
イ
ナ
ー
と
彼
ら
の
母
国
語
で
語
り
合
う
こ
と
で
随
分
親
し
く
な
り
、
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
人
間
と
い
う
の
は不思議なものです。もちろん、前述のように、彼ら殊にオプ
ラ
ー
も
家
制
度
廃
止
論
者
、
私
も
戦
前
よ
り
廃
止
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
で
、
随
分
他
の
起
草
委
員
の
先
生
方
は
ご
存
じ
で
な
い
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
内
部
事
情
に
つ
い
て
も
、
窺
い
知
る
こ
と
に
な
ったのです。
ＧＨＱは日本の学者が、誰がどういう考えでいるか、事前の
二○八
こんな案は絶対に承認できない」と烈火のごとく怒り、結局廃
案
に
な
っ
た
一
部
始
終
は
『
あ
る
法
学
者
の
軌
跡
』
で
す
で
に
述
べ
ま
し
た。
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研
究
を
も
通
じ
て
分
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
あ
の
日
本
サ
イ
ド
の
メ
ン
バーの顔触れの法制審議会に改正案を審議させれば、家制度は
残
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
ま
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
先
を
読
ん
で
考
え
て
い
たのです。
当時、ＣＩ＆Ｅというセクションの婦人部にミス・ウィード
と
い
う
方
が
い
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
の
正式名称
は、Ｑご一一】。「。『ョｇ一○コ目□向ＱＰ８ごＣｐｍの２○口ですから、
「市民に対する憎報の提供と教育のためのセクション」です。
（
こ
れ
を
当
時
は
、
日
本
人
は
『
シ
ー
・
ア
イ
・
イ
ー
』
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
は
『
ア
ン
ド
』
を
『
ン
」
と
詰
め
て
読
む
の
で
、
『シー・アイ．一一Ｉ」と言っていました。）法改正を直接担当し
たのはオプラーのいたげの恩】の①８○口（Ｌ、Ｓ・と略し、「法
務
部
」
と
言
っ
て
い
ま
す
）
で
、
こ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
直
属
の
、
占
領
政
隼
畢
突
行
の
た
め
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
は
Ｌ
、
ｓ
，
と
は
別
の、これと並列・同列の蘆ののａ目雪で、一種の世論操作のため
の機関です。日本の女性の思想家を集めて、婦人の地位向上の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ミス・ウィードとオプラーは気脈を通じていて、いわば仕事
上
は
ツ
ー
カ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
と
し
て
、
真
の
民
主
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
男
女
平
等
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
個
人
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（和田）
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
か
ら
直
々
に
「
ウ
ィ
ー
ド
が
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
言
わ
な
い
涯芒は、民法改正案として承認しない」と命令が出ていたので
す。これは、起草委員の方々が当時の印象を「経過」の座談会
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
分
か
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
他
の
リ
ベ
ラルな主張の持ち主と共に、女性の民法学者の方々も多くがウ
ィ
ー
ド
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
集
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
法
務
部
サ
イ
ド
か
ら
出
る
草
案
の
「
押
し
付
け
」
か
ら
く
る
後
々
の
「
反
動
」
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
オ
プ
ラ
ー
は
色
々
考
え
て
、
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
オ
プ
ラ
ー
は
自
分
の
意
見
を
時
に
無
理
を
言
い
な
が
ら
通
す
、
と
い
う
形
に
せ
ず
、
す
べ
て女性の閲題に少しでも関係する点については、ウィードさん
の意見を聞く形にしました。民法の改正立専萎白体はＬ、ｓ・が
担当し、責任を持ち、正式にはＣｌ＆Ｅは立案には参加出来な
い訳です。しかし上述の通り民法の改正は女性の地位に直接関
わ
る
閲
題
な
の
で
、
改
正
立
案
の
段
階
か
ら
、
Ｌ
、
Ｓ
，
の
方
か
ら
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
に
も
意
見
を
聞
き
、
理
解
し
て
も
ら
い
、
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
、
提携しながらやる、という考えです。そして勿論、最後にまと
まった改正については広報活動をＣＩ＆Ｅがやることを前提に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
実
、
オ
プ
ラ
ー
が
多
く
を
ウ
ィ
ー
ド
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
良
い
意
味
で
も
い
わ
ば
彼
が
「
裏
で
糸
を
引
い
て
い
た」のでした。
二
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こ
ん
な
あ
ん
ば
い
で
し
た
か
ら
、
日
本
の
起
草
委
員
の
間
で
も
、
そ
の
う
ち
『
川
島
と
オ
プ
ラ
ー
の
間
に
は
き
め
細
か
い
情
報
の
や
り
取
り
が
あ
る
ら
し
い
』
と
か
、
『
ツ
ー
カ
ー
ら
し
い
』
と
い
う
こ
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
は
じ
め
ま
し
た
。
同
時
に
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
は
余
り
直
接
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
な
か
っ
た
起
草
委
員
の
方
々
も
、
案
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
持
っ
て
行
って反対されるのも困る訳ですから、私に先方の了解を取り付
け
て
欲
し
い
、
と
い
う
気
持
ち
も
大
い
に
あ
り
ま
し
た
し
、
私
自
身
も
そ
う
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
も
同
じ
こ
と
で
、
自分達の意見を良く分かってくれる人が日本サイドに欲しい。
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
私
は
こ
う
し
た
な
か
で
、
ウ
ィ
ー
ド
さ
ん
と
も
民
法
改
正
の
仕
事
の
う
え
で
随
分
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
が
、
そ
れ
以
上
に
オ
プ
ラ
ー
と
は
、
個
人
的
に
意
見
が
合
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
言
わ
ば
実
は
彼
と
私
は
．
体
」
となって改正の実質的内容につき調整しておりました。
民
法
改
正
に
つ
い
て
も
、
日
本
側
が
合
意
し
た
改
正
案
が
不
十
分
と
見
れ
ば
、
股
終
的
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
強
制
力
を
発
動
し
て
そ
の
内
容
を
変
え
さ
せることも可能ではあったでしょう。しかし、占領終了後の反
動
を
考
え
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
自
体
、
そ
し
て
Ｌ
、
Ｓ
・
で
民
法
改
正
の
主
役
の
地
位
に
あ
っ
た
オ
プ
ラ
ー
個
人
も
、
な
る
べ
く
な
ら
日
本
側
が
自
発
的
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
案
を
作
っ
て
来
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
腐心しつつ、民法改正を遂行したのでした。
二一○
そこで両方の間に立って、うまく委員たちとＧＨＱの間の円滑
な
意
志
疎
通
を
図
り
、
お
互
い
に
正
し
く
理
解
し
合
え
る
よ
う
に
、
な
る
べ
く
余
計
な
摩
擦
な
し
に
仕
事
が
進
む
よ
う
に
、
橋
渡
し
を
や
っ
た
訳
で
す
。
改
ま
っ
て
急
に
話
を
持
っ
て
い
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
で
す
し
、
普
段
か
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
話
を
し
て
、
腹
を
割
っ
て
気
安
く
話
が
出
来
る
関係を作っておかないと、どちらも不便な訳ですから。
し
か
し
一
方
で
ま
た
、
私
が
家
制
度
全
廃
論
者
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
一
九
四
六
年
に
、
改
正
の
仕
事
を
始
め
る
前
の
論
文
、
「
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
」
で
も
述
べ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
周
知
の
事
実
で
す
。
そ
こ
で
起
草
委
員
の
方
の
な
か
に
は
、
彼
ら
の
思
う
民
法
改
正
作
業
が
私
に
邪
魔
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
言
う
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
無
論
、
こ
う
し
た
委
員
の
方
も
、
橋
渡
し
を
し
て
い
る
私
が
何
も
か
も
邪
魔
し
た
、
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
司
法
省
は
、
家
制
度
を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
保
守
的
な
議
員
の
意
向
を
色
々
な
折
に
知
ら
さ
れ
て
も
い
て
、
余
り
「
家
制
度
全
廃
」
を
は
っ
き
り
打
ち
出
し
た
く
な
い
。
起
草
委員の内、学者であった方も、そうした司法省の意図を察して、
良いところは残し、悪いところだけは改正をやって取り除く、
と
い
う
形
で
出
来
な
い
か
と
考
え
て
い
た
訳
で
す
ね
。
そ
れ
で
私
が
、
対
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
も
明
瞭
に
「
家
制
度
全
廃
」
を
言
っ
て
い
る
と
思
い
、
邪
魔
さ
れた、と言う表現を使われたりもしたのでしょう。日本の起草
委員サイドの意志を無視して「全廃」を言うのは怪しからん、
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こ
う
し
た
民
法
改
正
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
戸
籍
法
も
当
初
か
ら
改
正
要
綱
・
改
正
案
の
対
象
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
一
九
四
六
年
七
月
の
例
の
司
法
省
の
パ
ー
テ
ィ
ー
以
前
よ
り
、
家
・
相
続
・
戸
籍
に関する民法・戸籍法改正要綱案作成を、横田幹事、村上幹事
と並んで担当することになっていました。当初私は、家制度を
全
廃
す
る
の
だ
か
ら
戸
籍
も
総
て
廃
止
し
、
個
人
個
人
で
別
々
に
カ
ー
ド
式
の
身
分
登
録
に
す
れ
ば
よ
い
、
と
考
え
て
お
り
、
起
草
委
員
や
幹
事
と
の打ち合わせでもそうした意見を述べていました。しかしこれ
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（和田）
と言う訳です。
し
か
し
事
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
私
も
こ
う
し
た
委
員
の
方
に
申
し
上
げ
た
も
の
で
す
。
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
最
初
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
十
分
研
究
し
た
う
え
で
、
家
制
度
の
廃
止
を
決
め
て
お
っ
た
の
で
す
。
私
自
身
は
幹
事
で
発
言
権
も
無
く
、
た
ま
た
ま
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
当
初
パ
ー
テ
ィ
ー
で
意
見
を
聞
か
れ
た
か
ら
、
全
面
廃
止
、
と
申
し
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。
オ
プ
ラ
ー
を
始
め
と
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
メ
ン
バ
ー
は
初
め
か
ら
廃
止
を
決
め
て
い
た
ん
で
、
こ
れ
に
反
し
て
家
制
度
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
存
続
に
つ
き
相
当
な
理
論
的
根
拠
が
な
い
と
難
し
い
の
で
す
よ
。
言
い
換
え
れ
ば
私
が
全
廃
云
々
と
百
つ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
オ
プ
ラ
ー
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
見
が
そ
れ
で
決
ま
っ
た
と
い
う
訳
で
は
無
い
の
で
す
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
で
、
も
う
十
分
研
究
し
て
来
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
」
と
。
に
対
し
、
家
制
度
は
全
部
民
法
か
ら
排
除
す
る
も
の
の
、
そ
の
実
体
を
「
戸
主
」
と
い
う
名
さ
え
も
残
し
て
戸
籍
法
に
移
そ
う
と
い
う
案
す
ら
あ
り、これが改正第一次案となったのです。（この案は『経過』
の資料の中に出ています。）この最初の案が出たのは昭和二一
年
の
七
月
二
○
日
で
す
が
、
私
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
多
分
病
気
（
眼
底
出
血
）
で
参
加
出
来
な
か
っ
た
か
ら
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
こ
の
案
に
は名を連ねておりません。
カ
ー
ド
式
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
戸
籍
を
全
て
別
の
紙
に
轡
き
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
当
時
の
司
法
省
の
人
の
発
言
、
つ
ま
り
紙
が
不
足
し
て
い
て
実
現
不
可
能
、
と
い
う
の
も
あ
る
程
度
は
事
実
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
莫
大
な
経
費
が
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
と
遮
っ
て
、
政
府
予
算
は
少
な
か
っ
た
で
す
し
、
そ
の
頃
の
本
の
紙
の
質
を
見てみれば分かると思いますが、本当に紙が不足していました。
そ
の
後
、
私
も
色
々
識
輪
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
戸
籍
法
の
案
が
決
ま
る
際
に
問
題
と
な
っ
た
点
を
一
つ
だ
け
申
し
上
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れは、戸籍をどういう形で残すか、中でもあの「戸籍筆頭者」
という形で実際残ったものをどうするかです。
こ
の
点
で
、
そ
も
そ
も
「
戸
主
」
は
勿
論
、
「
戸
籍
筆
頭
者
」
と
し
て
も
こ
う
し
た
も
の
を
残
す
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
私
は
最
後
に
「
降
り
た
」
、
つ
ま
り
譲
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
議
論
は
こ
う
で
す
。
法
律
上
は
、
も
う
戸
主
は
権
利
は
な
い
訳
で
す
が
、
「
法
律
条
文
外
で
、
実
一一一一
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法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
質
上
戸
主
っ
て
い
う
も
の
は
残
そ
う
。
せ
め
て
そ
れ
だ
け
は
残
し
て
く
れ
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
す
。
戸
籍
と
い
う
形
で
、
戸
が
あ
っ
て
戸
主
が
あ
る
っ
て
言
う
訳
で
、
名
前
だ
け
で
も
残
し
た
い
。
し
か
し
「
戸
主
」
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
「
戸
癒
類
傘
頭
者
」
と
し
て
残
す
、
と
い
う
案です。
戸
籍
制
度
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
戸
籍
に
だ
け
、
仮
に
「
家
」
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
が
轡
い
て
あ
っ
て
も
、
何
に
も
本
質
的
効
果
が
な
け
れ
ば
、
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
も
の
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
戸
籍
制
度
で
や
っ
た
っ
て
い
い
。
つ
ま
り
「
筆
頭
者
」
、
昔
の
戸
主
で
す
が
、
こ
れ
に
何
の
権
力
も
な
い
の
な
ら
ば
で
す
。
も
っ
と
も
そ
れ
を
根
拠
に
し
てまた家制度を復活させるということが、起こるかも知れない。
そ
の
可
能
性
は
皆
無
と
は
言
え
な
い
。
だ
け
れ
ど
も
一
応
何
の
法
律
的
権
力
も
効
果
も
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
こ
ま
で
く
ら
い
な
ら
私
は
ま
あ
、
譲
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
最
後
は
降
り
た
訳
で
す
。
以上
（３）我妻榮編『戦後における民法改正の経過』日本評論社、
一
九
五
六
年
．
拙
鯰
「
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
’
二
芒
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
連
戦
第
一
回
（
本
誌
・
九
四
巻
四
六
○
頁
）
の
略
語
表
で
は
、
以
下
の
本
文
中
に
も
あ
る
と
お
り
、
『経過』と略している。
一一一一一
（４）詳しい香誌憎報は、同前拙論・連載第二回、本誌・九五
巻二号、五六頁の略語表参照。
（
５
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
占
領
軍
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
所
属
で
あ
っ
た
、
己『・【色１ｍ（のご閂のこと。前注の略語表、五七頁に掲載した
二つの論文のの著者○その後、の冨口『Ｃａご己ぐの『⑪一旦の政治
学
の
教
授
。
筆
者
［
和
田
］
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
、
ス
タ
イ
ナ
ー
教
授
に
一
九
九
六
年
と
、
一
九
九
九
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
記
録
は
未
公
刊
で
あ
る
。
（
６
）
川
島
の
同
笹
曾
評
は
、
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、
長
谷
川
松
治
訳『菊と刀』社会思想社、’九七二年中に、「評価と批判」
と
し
て
三
六
九
～
三
九
三
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（７）本資料前掲・〈付属資料１．２へのはしがき〉（４）にお
いて既に述べたように、このインタビューにおける川島教授
の
言
明
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
、
本
注
で
も
繰
り
返
し
、
強
く
指
摘
し
ておきたい。
（
８
）
拙
論
・
連
戦
第
五
回
、
本
誌
・
百
一
巻
四
号
、
一
○
七
頁
の
略
語
表では、○目］の『卜侭貝宛＆ゴヨと略している。
（
９
）
こ
の
、
「
総
て
は
轡
か
な
か
っ
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
まさに拙論・連戦第五回、本誌・百一巻四号、本文八六頁、
資
料
出
典
二
八
頁
で
言
及
し
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
内
部
文
醤
（
拙
輪
で
は
「
史
料
（
Ｍ
こ
と
し
て
整
理
し
て
い
る
）
の
内
容
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
「
氏
」
の
扱
い
を
め
ぐ
る
オ
プ
ラ
ー
の
対
応
（
拙
論
・
第
二
章
・
第
四
節
、
本
誌
・
百
一
巻
四
号
、
特
に
九
七
～
一
○
三
頁
で
詳
し
く
論
じ
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た
）
に
、
前
注
の
オ
プ
ラ
ー
の
著
轡
が
全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
ある。
（
皿
）
詳
し
い
瞥
誌
情
報
は
、
前
注
（
８
）
の
略
語
表
の
同
頁
参
照
（『軌跡』と略している）。
（
Ⅱ
）
拙
論
・
連
載
第
五
回
、
本
誌
’
百
一
巻
四
号
、
本
文
九
八
頁
で
述
べ
て
い
る
通
り
、
弓
氏
』
を
中
心
と
す
る
案
を
盛
り
込
ん
だ
」
民
法
改
正
案
を
作
成
し
た
「
有
力
な
」
起
草
委
員
（
前
注
『
軌
跡
』
二
二
八
頁）と、「その後オプラーの否認をきいて驚き、『よくわかっ
た
も
の
だ
』
と
言
っ
た
」
起
草
委
員
（
同
前
『
軌
跡
』
二
二
九
頁
）
は
、
「
双
方
と
も
我
妻
」
で
あ
る
。
関
連
注
の
あ
る
拙
論
・
同
前
、
一
四
七
頁
で
も
和
田
が
言
明
し
て
い
る
通
り
、
「
川
島
教
授
は
こ
の
点
も
公
表
を前提として語っておられる」。
（
皿
）
こ
の
部
分
の
史
料
批
判
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
拙
稿
「
資
料
元
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
）
ｌ
懲
法
二
四
条
の
成
立
と
、
民
法
・
戸
籍
法
の
『
家
」
制
度
の
改
廃
過
程
ｌ
」
『
法
学
志
林
』
第
九
四
巻
第二号（一九九七年一月三○日発行）、一三一一一～一五八頁の
う
ち
、
一
三
九
～
一
四
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
、
要
点
を
再
録
し
て
お
く
。
（
以
下
、
［
］
内
は
、
和
田
に
よ
る
補
足
あ
る
い
は
省
略
である。）
「軌跡』二一六頁には、「民法の『親族編』、『相続編』の改
正には［……］ミス・ウィード［同旨の一三の巴・ロぐ一一】コョョ四‐
盆。。四目目Ｅ３ご◎。、ｇ二・口（Ｃｌ＆Ｅ、民間摘報教育局）
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（和田）
所属］［・…．．］がイエスと言わないことは絶対パスさせない
と
い
う
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
じ
き
じ
き
の
指
令
が
オ
プ
ラ
ー
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
オ
プ
ラ
ー
が
私
に
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。
本
「
資
料
１
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
れ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
本
文
の
通
り
、
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
個
人
か
ら
で
は
あ
り
ま
せんが」と、トーンを弱めた形になってはいる。
前者（「軌跡』）について、前述一九九三年のインタビュー
で、ケイディスは、「まったくばかげている。ありえない。」
と
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
、
「
ウ
ィ
ー
ドはとても低いランクの人だ。オプラーの方がランクも高い。
［
従
っ
て
オ
プ
ラ
ー
が
ウ
ィ
ー
ド
の
言
う
こ
と
に
従
う
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
…
…
］
ま
た
、
オ
プ
ラ
ー
自
身
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
会
っ
た
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
、
マ
ッカーサーからオプラーヘの指示が書類によったならば、私
を通したであろうから、私自身も知っていたはずだ。［・…・・〕
従
っ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
か
ら
オ
プ
ラ
ー
に
、
［
ウ
ィ
ー
ド
な
ど
という低いランクの人間の具体名を挙げて］そうした指示が
ありようがない。」という点を挙げている。この点について
は
、
論
理
的
に
考
え
て
も
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
の
主
張
を
採
ら
ざ
る
を
え
ない。なお、同前・拙稿「ケイディス氏へのインタビュー」の一
五
五
頁
の
注
堀
）
で
は
、
川
島
が
こ
う
し
た
「
命
令
」
（
本
文
中
の
用語）、「指令」（『軌跡』中の用語）の性質を誤解した可能性
一一一一一一
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にも言及しておいた。
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
（
１
）
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
一
九
九
○
年
一
一
月
二
八
日
東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
に
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ァ
ー
和
田
幹
彦
と
、
来
栖
名
誉
教
授
と
の
二
者
の
間
で
行
わ
れ
た
。
（
同
席
者
は
無
い
。
ま
た
、
テ
ー
プ録音等はしていない。）
（
２
）
そ
の
時
の
和
田
の
メ
モ
書
き
の
記
録
を
、
後
日
、
和
田
が
轡
き
起
こ
し
た
。
そ
の
草
稿
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に
後
日
、
来
栖
先
生
に
お
渡
し
し
、
目
を
通
し
て
頂
い
た
。
来
栖
先
生
は
、
’
九
九
二
年
・
四
月
の
段
階
で
、
和
田
に
対
し
て
直
接
、
璽
泉
大
学
法
学
部
研
究
室
に
て
お
会
い
し
た
際
に
、
口
頭
で
「
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
は
、
こ
れ
で
よ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
以
下
の
本
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
本
文
は
、
す
べ
て
来
栖
教
授
が
目
を
通
さ
れた文章である。
（
３
）
但
し
、
来
栖
教
授
は
、
ご
自
分
が
提
供
さ
れ
た
情
報
の
正
確
性
には一定の留保を付され、以下の本文中にも、幾度か「…はず
である」「…はずだと思う」という表現が使われている通り、
「あくまでこれは現時点での自分の記憶であって、絶対的に正
付
属
資
料
２
来
栖
三
郎
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〈付属資料２へのはしがき〉
二
一
四
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（１）我妻先生の「家」存廃に対する方針について
民法改正作業が始まる時期よりもかなり前、一九四六年の三
（１） 
’
六
月
頃
と
思
う
が
、
我
妻
先
生
が
東
京
大
学
法
学
部
の
学
内
研
究
会
で
、
「
ど
う
だ
ろ
う
、
家
制
度
を
ど
う
す
べ
き
だ
ろ
う
か
？
」
と
出
席
者
に
聞
い
て
来
た
。
若
い
研
究
者
が
多
人
数
い
る
席
で
、
川
島
先
生
も
私
も
出
席
していた。
こ
の
時
は
、
我
妻
先
生
は
「
穏
や
か
な
乃
至
『
や
わ
ら
か
い
』
改
革
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
若
い
研
究
者
が
「
家
制
度
は
徹
底
し
て
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
我
妻
先
生
は
、
こ
れ
は
や
は
り
家
制
度
は
廃
止
す
べ
き
か
、
と
思
い
始
め
た
（２） 
らしい。この時以後の考えを基にして、我妻先生は『世界』に
家制度について論文を轡かれた。それが、「家族制度の倫理と
法
理
」
で
、
そ
こ
に
実
質
的
に
は
「
家
制
度
廃
止
」
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。
確
で
あ
る
は
い
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
和
田
に
対
し
て
も
繰
り
返
し
言っておられたことをここに付記しておきたい。
（
２
）
臨
時
法
制
調
査
会
・
司
法
法
制
審
議
会
の
委
員
・
幹
事
の
人
選
と
戦後占領期の民法・戸籍法改正過程（和田）
インタビュー内容（来栖三郎名誉教授・談）
１．民法改正過程について二部戸籍法も含む）
起草委員会（即ち起草委員・幹事）の改正作業中の大前提は、
以下の通りであった。
（
ａ
）
議
会
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
こ
と
は
、
ま
ず
当
初
の
段
階
で
は
考
え
な
くて良い。
（ｂ）民法・戸籍法から、「憲法違反である要素は除く」と
いう基本的方針を最優先させる。
（ｃ）そして、（ｂ）以上の範囲に及ぶ改正は後回しにする、
つ
ま
り
「
細
か
い
と
こ
ろ
の
改
正
は
、
今
、
急
ぐ
な
」
「
後
で
も
出来る」ということであった。
改
正
作
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
私
が
唯
一
頼
り
に
し
て
い
た
基
準
二一五
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
臨
時
法
制
調
査
会
・
司
法
法
制
審
議
会
の
委
員
と
幹
事
、
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
起
草
委
員
会
の
委
員
・
幹
事
の
任
命
は
、
内
閣
又
は
司
法
省
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
選
に
つ
い
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
陰
の
事
前
調
査
、
ア
ポ
イ
ン
ト
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
（
３
）
起
草
委
員
会
で
の
委
員
・
幹
事
に
よ
る
民
法
・
戸
籍
法
改
正
作
業
の基本方針
当
時
を
思
い
起
こ
し
て
の
印
象
と
し
て
は
、
起
草
委
員
や
幹
事
の
共
通
な
認
識
は
「
家
の
制
度
は
愈
法
に
反
す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
（３） 。
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（
４
）
改
正
過
程
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
司
法
省
の
人
々
と
川
島
先
生
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
人
連
を
良
く
知
っ
て
い
た
。
が
、
起
草
委
員
や
他
の
起
草
幹
事
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
直
接
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
な
い
か
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
何
を
考
え
て
い
た
か
は
、
改
正
作
業
中
の
当
時
の
段
階
で
は
良
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
要
す
れ
ば
、
窟
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
が
っ
ち
り
掌
握
し
て
い
た
。
一
方
新
恵
法
を
前
提
と
し
て
、
民
法
・
戸
籍
法
改
正
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
あ
と
は
勝
手
に
や
れ
ば
よ
い
、
つ
ま
り
「
連
愈
の
要
素
を
除
」
け
ば
よ
い
、
と
考
え
て
い
た
と
思
う
。
但
し
、
オ
プ
ラ
ー
な
ど
は
次
に
述
べ
る
「氏」の問題では目を光らせていた。
（５）改正過程中での、「家」ないし「家」的要素の存置の方法
明治民法の中の「家」の廃止に対して、民法中の「氏」、ま
た
は
戸
籍
法
中
の
戸
籍
の
ど
ち
ら
か
に
「
家
」
を
残
す
、
と
い
う
方
法
が
あり得た。このうち、「氏」は民法改正過程において大問題で
法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
も
、
「
適
法
に
違
反
す
る
要
素
を
除
く
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
私は、司法省と議会との関係や、司法省とＧＨＱとの関係は全
然知らないので、考慮する由も術もなく、他の基準は知らない
からである。因みに私はＧＨＱの人の顔も見たことばない。議
会の審議にも行ったことはない。
（１）戸籍の編製単位の問題・個人編製の「カード式」原案
起
草
委
員
・
起
草
幹
事
の
内
部
で
、
戸
籍
の
編
製
単
位
を
何
に
す
る
か
で
す
っ
た
も
ん
だ
の
問
題
が
あ
っ
た
。
戸
籍
法
案
は
、
原
案
を
川
島
先
生
、
村
上
さ
ん
の
二
人
で
作
っ
た
は
ず
で
あ
る
［
傍
線
強
調
は
、
来
栖
教
授
自
身
に
よ
る
］
・
原
案
は
川
島
先
生
の
個
人
別
綱
製
で
、
一
枚
の
紙
に
一
人
（５） 
に
つ
い
て
の
み
記
戦
す
る
の
で
、
い
わ
ば
カ
ー
ド
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
起
草
委
員
会
（
委
風
・
幹
事
含
む
）
の
中
で
も
、
気
持
ち
が
色
々
な
人
で
違
っ
て
い
て
、
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
。
私
自
身
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
個
人
別
編
製
で
良
い
と
思
っ
て
お
り
、
川
島
案
へ
の
同
調
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
も
我
妻
先
生
か
ら
「
戸
籍
編
製
単
位
の
柵
成
を
考
え
ろ
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
川
島
案
へ
の
対
案
を
考
え
ろ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
従
来
の
戸
籍
を
、
川
島
案
の
個
人
別
編
製
の
カ
ー
ド
式
の
様
に
大
き
く
変
革
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
や
わ
ら
か
く
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
た
も
の
を
考
え
ろ
」
と
い
う
事
で
あった。
（４） 
あった。
（２）二世代／三世代戸籍の別
カード式にしない場合、残った問題は編製単位として三世代
Ⅱ
．
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に
つ
い
て
一一一一ハ
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以上も認めるか、二世代迄に限るか、であった。
問題となった一点を挙げる。三世代以上を認める編製の場合
（６） 
を考える。｜戸籍の最初に妃戟される父母双方が死亡すると、子
（７） 
どものみがその同二戸籍に残ることになり、問題である。
（３）起草委員会の結論Ⅱ原則二世代戸籍・起草委員会の雰囲
気（我妻／中川両先生）
結局、我妻先生は、リベラルな個人別編製は採用されなかっ
た。（因みに、私個人の印象では、学者ではもう一人の起草委
員であられた中川先生は穏やかな人で、余り発言されなかった。
我妻先生の発言権が強かった様に思う。）
当時の民法・戸籍法改正は拙速主義であって、但し、ともか
く新魎法に反する条項は削除・改正する、というのが大原則・
原理であった。こうして戸籍法でも、「原則として二世代迄に
限る戸籍編製単位ならば新憲法には反しないであろう」との｝」
とで、「夫婦及び子其の他民法に依り之と氏を同じくする者
（配偶者ある者を除く）を単位としてこれを編成することを原
則とする」という、戸籍法改正要鑿に結果的には戦ることに
なる原則で宜しい、ということにしたはずだと思う［傍線強調
は、来栖教授自身による］。
以
上
戦後占領期の民法・戸爾法改正過程（和田）
（１）来栖銑玲復は、この時期を、三’六月のどの頃か、特定で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
（２）昭和二一年、即ち一九四六圧六月刊行。
（３）憲法とは新麗法、乃至時期によってはその莫菜を指す。
以下同じ。
（４）拙論「戦後占領期の民法・戸籍法改正過程ｌ「家」の
廃止を中心としてｌ」第二章・第四節、「法学志林」百一
巻四号、九四～一○四頁で詳しく論じたので、参照されたい。
一次中壷科としては、他に、同前の第二章・第四節でも一言及
したとおり、『戦後における民法改正の経過』一二四頁、’
六五～’六六頁や、「ある法学者の軌跡』二二七～一一二九頁
がある（醤誌情報など詳しくは、同前・拙論を参照）。和田
によるこの二者の史料批判を踏まえた歴史解釈を、前掲・拙
論で論じている。
（５）こうした厘茱は、史料上は表尖壬見である。本「資料ｌ」
の川島教授へのインタビューを通しても、川島新玲反後本人も、
和田も発見することはできなかった。
（６）以下に、前後関係を補足しておく。旧法下では、戸主の
隠居・死亡などによる家露毘旧続で、戸葡全体が新戸主を中心
として轡き換えられていた。しかし、家彌箱続は民法で廃止
するので、これによる戸籍の全面轡き換えが行われないと、
来栖教授が言われるように、「戸籍の最初に記斌される父母
二
一
七
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法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
一
号
双方が死亡すると、子どものみがその同一戸籍に残ることに
なり、問題である。」ということである。
（
７
）
以
下
に
、
前
後
関
係
を
再
び
補
足
す
る
。
そ
の
子
ど
も
に
孫
が
出
来ても、これを同じ戸籍に記戦していくと、結局同じ戸籍の
最
初
の
方
に
は
死
亡
し
た
者
が
多
く
な
り
、
ど
こ
か
で
新
規
編
成
を
行
わ
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
永
久
に
同
戸
籍
内
に
延
々
と
記
戟
さ
れ
る
こ
と
になるので、問題である、の意であろう。
（
８
）
昭
和
二
一
年
九
月
上
旬
の
「
戸
籍
法
改
正
要
綱
案
」
を
指
す
。
八
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